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5
月
2
5
日
　
（
日
）
　
に
ノ
召
取
高
段
悌
慨

の
第
4
回
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

が
展
開
さ
れ
、
流
域
の
市
民
な
ど
約
1

2
0
名
が
参
加
。
北
山
小
か
ら
も
校
長

先
生
を
始
め
2
0
人
近
い
先
生
・
生
徒

が
集
合
。
勿
論
か
つ
て
の
腕
白
少
年
も
。

民
家
園
と
滑
降
湯
桶
（
清
心
幼
稚
園

前
）
　
の
2
か
所
に
集
ま
り
、
1
0
時
か
ら

約
2
時
間
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

園
を
重
ね
る
ご
と
に
ご
み
の
量
が
減
少

し
て
い
る
感
じ
で
、
粗
大
ご
み
に
関
し

て
は
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
稀
少

価
値
？
で
す
。
水
質
も
浄
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
掃
除
の
あ
と
は
か
っ
ば
の
会

特
製
豚
汁
と
ヒ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
で
、

心
身
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
も
完
了
。

空
髄
髄
麟

か
っ
ぱ
通
信
的
号
で
紹
介
し
た
新
組

織
「
空
堀
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
会
」

（
カ
タ
ロ
ウ
）
　
も
、
4
月
2
7
日
　
（
臼
）

に
初
め
て
の
川
そ
う
じ
を
実
施
し
、
6
2

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
か
っ
ば
の

会
か
ら
も
3
名
加
わ
り
、
午
前
1
0
時
か

ら
職
特
ま
で
掃
除
し
、
豚
汁
・
ヒ
ー
ル

で
一
息
。
空
堀
川
に
も
注
目
を
。

市
民
参
加
が
定
着
－
。

回
田
湧
水
と
緑
道
計
画

さ
る
5
月
2
2
日
の
夜
、
多
摩
湖
町
自

治
会
集
会
場
で
、
固
関
小
裳
の
湧
水
保

全
と
緑
道
計
画
「
せ
せ
ら
ぎ
と
み
ど
り

の
散
歩
道
」
の
第
2
回
ワ
ー
ク
ン
ヨ
∴
ツ

プ
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
地
元
自
治

会
、
地
王
さ
ん
ら
を
ま
じ
え
、
約
3
0
名
。

コ
ン
サ
ル
側
か
ら
こ
の
間
の
調
査
報

告
を
受
け
、
ど
ん
な
計
画
に
す
る
か
各

参
加
者
間
で
熱
心
な
遠
見
交
換
が
さ
れ

た
。
回
を
轟
ね
、
ゆ
っ
く
り
と
イ
メ
ー

ジ
を
す
り
会
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
充
実
し
た
話
し
合
い
を
終
え
た
。
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4
月
1
2
日
、
1
3
日
の
両
日
、
荒
川
の

玉
捷
河
原
に
カ
ヌ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
大
人
、
子
供
を
ま
じ
え

て
約
3
0
名
。
初
参
加
の
人
も
多
く
、
晴

天
の
下
、
2
日
間
カ
ヌ
ー
三
味
、
焚
火

を
囲
ん
で
の
炉
辺
談
義
と
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

初
参
加
者
の
マ
ッ
ト
渡
辺
は
2
日
間

で
1
2
時
間
も
カ
ヌ
ー
を
漕
ぎ
続
け
た
結

果
、
け
ん
し
ょ
う
炎
に
か
か
り
一
カ
月

間
両
腕
を
使
え
ず
し
ま
い
、
鴨
呼
な
の

で
し
た
。
業
市
会
議
員
父
子
は
ふ
だ
ん

の
堅
苦
し
い
政
治
論
議
か
ら
開
放
さ
れ

て
そ
れ
は
楽
し
そ
う
、
親
子
の
会
話
を

取
り
戻
せ
た
と
大
転
び
。
我
が
か
っ
ば

の
会
は
皆
さ
ん
の
「
癒
し
」
に
も
寄
与
す

る
の
で
あ
り
ま
す
。
次
回
参
加
希
望
者

は
お
早
め
に
予
約
を
。

未
来
の
川
の
ほ
と
り
に
て
－
四
国
吉
野
川
か
ら

5
月
の
連
休
、
か
っ
ば
の
会
有
志
は

徳
島
の
吉
野
川
へ
キ
ャ
ン
プ
出
張
。

河
口
堰
建
設
で
取
壊
し
計
画
が
進
む

第
十
堰
を
見
学
。
自
然
と
調
和
し
た
右

横
の
造
り
に
先
人
の
知
恵
を
知
る
。
そ

の
後
、
河
口
聴
聞
題
を
蕃
え
る
川
原
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
地
元
や
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
人
達
と
交
流
す
る
。

夜
は
か
っ
ぱ
屋
台
を
田
鹿
。
か
っ
ば

グ
ッ
ズ
に
カ
ク
テ
ル
、
豚
汁
、
か
つ
お

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
な
ど
大
盛
況
。

翌
日
は
よ
く
脂
れ
約
1
0
㌔
の
カ
ヌ
ー

下
り
。
地
域
の
暮
ら
し
と
と
も
に
流
れ

て
き
た
”
四
国
一
二
郎
“
に
身
を
ゆ
だ
ね
、

し
ば
し
時
の
流
れ
は
川
の
流
れ
と
同
化

し
た
o
　
「
よ
し
の
溝
　
川
の
流
れ
に

浄
化
さ
れ
・
・
・
貞
吉
」
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閏
聞
開
聞

北
山
公
園
の
管
理
人

内
藤
一
男
さ
ん

内
藤
さ
ん
は
北
山
公
国
の
名
物
管
理

人
で
あ
る
。
「
み
ん
な
の
北
山
公
園
だ

か
ら
、
も
う
少
し
マ
ナ
ー
よ
く
利
用
し

て
ほ
し
い
。
」
と
内
藤
さ
ん
。
釣
り
針

が
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
、
犬
の
糞
が
始

末
さ
れ
な
い
現
状
を
嘆
く
。

内
藤
さ
ん
は
、
マ
ナ
ー
の
悪
い
大
人

や
危
険
な
場
所
で
遊
ぶ
子
と
も
に
は
容

赦
な
く
注
意
す
る
。
時
に
は
「
う
る
さ

い
I
L
な
ど
と
貪
っ
て
返
す
理
解
の
な

い
大
人
も
い
る
と
か
・
・
・

一
昔
前
の
日
本
に
は
近
所
に
こ
ん
な

タ
イ
プ
の
お
じ
さ
ん
が
必
ず
い
て
、
子

ど
も
達
の
遊
び
を
時
に
は
き
つ
く
、
時

に
は
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
。

内
藤
さ
ん
は
そ
ん
な
存
在
で
あ
る
。

子
ど
も
達
が
自
由
に
ど
ろ
ん
こ
に
な

っ
て
遊
び
回
れ
る
北
山
公
国
だ
か
ら
こ

そ
、
内
藤
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

バ
ロ
ン
宮
本
の
川
の
幸
田
講
座
［
第
9
回
］

多
自
然
型
川
づ
く
り
は

川
を
救
え
る
か
（
そ
の
8
）

自
然
な
川
に
は
各
々
固
有
の
顔
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
川
幅
や

勾
配
、
蛇
行
や
瀕
と
淵
の
具
合
、
川
底

の
石
や
土
の
状
態
等
、
川
の
物
理
的
な

形
状
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
す

（
こ
の
他
に
地
域
や
地
質
、
標
高
等
も

左
右
し
ま
す
）
。
川
の
植
物
や
、
魚
や

烏
等
の
動
物
は
各
々
の
川
の
顔
を
反
映

し
種
類
や
数
が
遭
う
も
の
で
す
。

川
の
顔
、
形
状
を
つ
く
る
要
因
と
し

て
は
洪
水
の
カ
が
大
き
ノ
＼
影
響
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
願
や
淵
は
、
数
年
に
1

回
程
度
の
確
率
で
起
き
る
供
水
が
形
成

す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
洪
水
が
起
き
る
こ
と
で
、

川
の
生
物
の
生
態
系
は
自
然
に
調
整
さ

れ
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

洪
水
は
人
間
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
も

の
で
あ
る
反
面
、
川
の
生
物
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。
今
求

め
ら
れ
る
川
つ
く
り
は
、
川
の
中
に
疑

似
的
な
自
然
公
園
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
洪
水
の
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
川
つ
く
り
な
の
で
す
。
（
つ
つ
く
）



埋BLUESIBA虹

∠土。　JukeJoint

プ）所バーJ・Jの6－7月ライブ新星－

柄です。勅テルを飲みながら楽しんでね

open／8：30pm off／土（ライ7唱open）

日・祝日　ビ同・I串ノ・裾テル　鷺00

6／6（金）J・J層新川久々登場
エイトボールズ（信州最南部テンI研）

6′／14（土）長崎スilム（vo harp）初登

場必見／特別参加TAD三浦（g）
6／20（金）ムーニー表氏加沈妖スペソ同ナ小

ビワ妨朴多数　￥3000（1回ノク付）

7／5（土）J oJ o沢渡（vo g）初登場

で気分上々　佐々木コテツ（harp）他

7／11（金）綿花畑の楓まん刑－ス／KUNI．

岩下潤．金田正人（オールvo．ag）

7／18（金）ス71じ増∴セル間ンな

7／19（土）CD7ァースト瑞光小大好評／必

見、今が旬の町田謙介初登場
7／28（月）夏に付き物、付加男参上

ライにン大内（vo g）金井間間arp）

＊JJ℡0423－94－4548／西武新宿線

東村山駅西口下車バス通り徒歩3分左

☆西武線を結ぶブルースの祭典☆
J・J層，涙ン甑柄帥ズ特別参加！

6／28（土）7：30pm～1130　￥2000

場所　江古田BUDDY（膚イー）

出演J．Jハ頼I恢他3－4バンド

司会　パント末吉
問合わせ先JJ℡0423－94－4548

（チケット取扱い）
江古田BUDDY℡03－3953－7060

西武池袋線江古田駅南口下車徒歩
1分改札すぐ右、住友銀行隣B2F

J・、1億ブルースでかっは応援楽団

わ
た
し
は
、
か
っ
は
の
会
で
参
加
で

き
る
行
事
が
あ
る
と
わ
～
い
、
わ
～
い

と
言
い
な
が
ら
M
さ
ん
に
竃
詣
す
る
。

夏
休
み
の
高
麗
川
探
検
隊
は
、
上
を

見
上
げ
る
と
西
武
線
が
走
っ
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
で
、
子
供
た
ち
と
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
と
水
中
メ
カ
ネ
で
や
や
濁
り
め

の
川
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
え
ー
と
、
え

ー
…
と
。
先
生
の
指
導
よ
ろ
し
く
、
ウ

ク
イ
や
オ
イ
カ
ワ
、
ギ
パ
テ
な
ど
8
種

類
も
泳
い
で
い
る
姿
で
見
る
こ
と
が
で

きた。豚
汁
も
ち
ゃ
ん
と
食
へ
た
し
、
ユ
ー

ス
ケ
は
マ
ル
と
遊
ん
で
満
足
し
た
。

先
日
長
良
川
で
行
な
わ
れ
た
国
際
ダ

ム
す
、
、
、
ソ
ト
で
、
「
タ
ム
は
ム
ク
」
の
ピ

ア
ス
さ
ん
た
ち
も
言
っ
て
い
た
。
「
後

は
地
元
に
帰
っ
て
、
小
さ
な
川
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
を
大
事
に
し
て
下
さ
い
」
と
。

「
か
っ
ば
の
会
」
も
え
ら
い
で
は
な
い
か
。

掃
除
に
は
参
加
も
し
な
い
で
そ
う
思
う

私
な
の
だ
っ
た
。

高
橋
エ
リ
カ
薪
宿
区
在
住
）

e
ブ
テ
ィ
ッ
ク
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

東
村
山
駅
西
口
正
面
。
お
手
頃
で
セ

ン
ス
の
よ
い
レ
デ
ィ
ー
ス
が
中
心
。
イ

タ

リ

ア

ン

シ

ッ

ク

な

メ

ン

ズ

や

リ

サ

イ

ク
ル
ガ
ラ
ス
の
小
物
も
並
ぶ
。
お
店
の

マ
ダ
ム
達
も
韻
墳
問
題
に
関
心
が
あ
り

お
話
好
き
。
一
度
の
ぞ
い
て
は
？
　
午

前
日
時
～
夜
7
時
。
　
田
等
⊥
岩
○



かっばの会会貝募集

狭山丘陵の東麓、トトロの故郷

北山公園一帯の緑の保全と、その

前を流れるかつての水かきの生息

地北川の清流復活という、ふたつ

の大きな夢をもって作られた「北

川かっばの会」も会員数が120名

を突破しました。

自然、遊びが大好きで、趣旨に

賛同、活動に参加できる方（参加
入退会自由）を広く募集いたしま

す。のんびり、楽しく、かつ、ま

じめに？！がモットーの会です。
′′一気軽にご連絡してみて下さい。

●会費：年間3，000円。「かっは

通信」（隔月刊）と、可愛らしい

かっは会員証をお送りします。

●問合せ・申込先：〒18g東村山

市野口町311－8　三島方　北川か

っばの会　℡0423－9上2365

●会費振込先；上記へ現金書留。

または郵便振替　00120－6－104476

（加入著名　北川かっはの会〉

●会員更新手続きのお願い

皆さんの貴重な会費、カンパが

活動のみなもと。更新時朗を迎え
た方には別紙振込用紙を同封いた

しましたので、今年もよろしくご

協力の程、お願い申し上げます。

〃編集後記

先日の調査で北川の良さ悪さを

商発見。これからもっと北川を科

撃するよ！みんな参加して！

インフォメーション

●野放しのダイオキシン汚染
『ドイツの常識、日本の非常識』

内容／危険なゴミ焼却、現況報告
より探る発癌物質の恐怖！

日時／6月15日佃）3時～5時

場所／東村山市中央公民館

間合／まちづくり交流サロン
か0423－97－1100　小倉

●多摩の雑木柘を守る
シンポジウム

内容／雑木林、屋敷林を保全する

ために学ぶ税制、防災、農

日時／6月15日伯）10時～4時

場所／多摩交流センター的5－0100

京王線府中駅徒歩3分

間合／℡0424－64－0657　宮崎

●残波大獅子太鼓
『灼熱の太陽降りそそぐ島、「沖縄」

琉球の風に育まれた若者達の心

が今、優しく、熱く、涼やかに、

舞台で舞い　弾ける・・・』
日時／7月19日他、2叩く帥

場所／ルネこだいら〈柚i一男

間合／東村山子ども劇勃91－3781

亡］カンパをいただきました。甜々
石原都子、江川吻両氏より1万円

●譜．盤禁魯


